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旧海軍大社基地遺跡群は、1945年（昭和20）3月に着工され6月には一部使用を開始した、島根

県最大規模の戦争遺跡です。新
しんかわ

川跡を利用した滑走路2本、掩
えんたい

体、燃料庫、弾薬庫、高角砲陣地

などの様々な施設が、米子の美保海軍航空基地予科練習生や、鰐
わにぶち

淵鉱山の労働者、周辺の住民

や学童など数千名の動員による突貫工事で作られました。当時最新鋭の攻撃機であった「銀河」が

配備され、敗戦時には、西日本最大の軍事拠点となっていました。

大社基地などの建設には、コンクリート舗装の基礎となる大量の

石材が必要だった。岡山県新見市石蟹から砕石、江津市から

砂利などが運ばれたことが知られているが、大量の資材を必要と

したので近在の地域からも当然運ばれている。

大社町稲佐地区（クドレ山）では、地元企業の貨物自動車の提

供を受け、割栗石が運搬された。また東林木町鳶
と び す

巣などでは、

大社基地建設が始まると大量に採取して木炭車で運んだという。

また近隣の大寺谷からも砕石を運んだという（『ふるさと鳶巣物語』

鳶巣公民館、2005を参照）。

砕石採取地

学校は将来の皇軍兵士を育成する場と化していた。大社基地周辺では、
多くの学校が兵舎や設営隊の本部となるなど、軍事拠点そのものになって
いた。設営隊の本部とされた出

しゅっさい

西国民学校校舎は現存している。

■ 大社基地に関連する戦時学校遺跡

戦況の悪化とともに、1945年6月後半以降、米軍の対日機雷投下作戦
の対象に山陰の諸港が加えられるなど、島根県の沿岸部を中心に空襲が
本格化した。朝鮮半島を機雷封鎖するため、島根県上空を通過するB29
の機数も増加し、7月と8月には毎日のように警報が発令された。
1945年7月28日は、島根県で最大規模の空襲があった。大社基地とそ
の周辺にも8機の米軍機が爆弾を投下し、ロケット弾を発射したほか、機
銃掃射を行った。大社基地滑走路のほか、荘原、直江、斐伊川右岸・左
岸などが狙われ、少なくとも3名以上（12名ヵ）が死亡したと思われる〔参
考文献 高塚〕。

■ 大社基地に関連する空襲遺跡

大社基地では、「銀河」による延べ3回の作戦行動で計22機が出撃している。しかし、このうち9機はエンジントラブルのために引
き返すなどして、目的の作戦活動を完遂できていない〔参考文献 高塚〕。1945年7月25日、「銀河」が初めての作戦行動で出撃
した際には、第2番機が離陸後エンジン不調のために斐伊川西岸の水源地付近に不時着し爆発炎上した。乗員3名は救出され
たが「銀河」は大破した。大社基地周辺では、ほかにも数回にわたる墜落事故があったと言われている＊。軍用機の性能も燃料の
質もパイロットの操縦技術も、劣悪な状態で戦争を遂行していた実態を物語っている。
＊大社基地では1945年5月27日、8月9日などにも事故があった〔参考文献 陰山 槇原〕。

■ 大社基地に関連する軍用機墜落遺跡

三本松山頂上付近や、三本松山から滑走路に向けて下るいくつかの谷に
は用途不明の地下壕が多数残されている。ほとんどが未完成だと思われ
るが、高さが2メートルを超え、岩盤を掘削するなど民家用の防空壕とは思
えない。弾薬庫や各種の工場、あるいは本部の機能の一部を担った地下
壕などいくつかの可能性がある。

■ 大社基地に残る地下壕

新川鉄橋に残る銃弾痕
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終戦時の魚雷置場および800㎏爆弾置場
置 場 所 数

簸川郡出西村和西魚雷庫 魚雷17本
飛行場誘導路仮魚雷庫 魚雷13本
簸川郡出西村和西魚雷庫 魚雷5本
八束郡玉湯村林岩木野神社 魚雷10本
簸川郡出西村和西弾庫 800㎏爆弾2個
簸川郡出東村勝久寺島新川後 800㎏爆弾48個
八束郡宍道町荻田 800㎏爆弾28個
八束郡来待村本郷 800㎏爆弾79個
八束郡来待村小松 800㎏爆弾4個
簸川郡久木村北中原西代橋 800㎏爆弾209個
八束郡玉湯村椎ノ木谷 800㎏爆弾4個
八束郡玉湯村柳井 800㎏爆弾8個
八束郡湯町松木 800㎏爆弾5個

注）JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C08011425200、
兵器需品引渡目録（追加） 島根県（①－引渡目録－487）（防
衛省防衛研究所）より作成。一部加工した。地名は当時のもの。

飛行場施設要目
品  名 構  造 数  量 記  事

滑 走 路
真土転圧仕上厚10cm   １，７００ｍ×120ｍ
内中央「コンクリート」舗装平均厚10cm  1,500ｍ×60m

204,000㎡ 許容耐圧約40ｔ/㎡

誘 導 路 転圧舗装一部厚7.5㎝  板張（舗）装幅15ｍ
掩　  体 転圧舗装 22個 大型機用

応急離陸場 真土転圧仕上厚12～15cm  芝植付600ｍ×30m 18,000㎡ 小型機用
隧道燃料庫 素掘木造　幅2.5ｍ×高2.5ｍ　2坑　6坑 延べ230ｍ 「ドラム」缶4,000本格納可

同　魚雷用
「コンクリート」造  幅4ｍ×高3.5m  5坑  ２坑
素掘木造「コンクリート」併用  幅3.5  2.5ｍ×高3ｍ  5坑

延べ56ｍ
延べ155ｍ

同時8本調整可
同時72本格納可

同　爆弾用 素掘木造及「コンクリート」併用  幅3.3ｍ×高4ｍ  3坑 延べ90ｍ 800㎏爆弾×300格納可

注）JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C08011425200、兵器需品引渡目録（追加） 島根県（①－引渡目録－４８７）（防衛省防衛研究所）より作成。
一部加工した。

※本紙は、戦後史会議・松江編『島根の戦争遺跡』（2021、14-17頁）をもとに作成した。

2021年3月8日発行　　   作成：島根史学会／島根考古学会／戦後史会議・松江

魚雷庫用の地下壕（和西）

大社基地航空写真
米軍写真R514/4/49（撮影1947年10月3日）
国土地理院（トリミング）

出西小学校（出西コミュニティセンター）
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東林木町鳶巣の採石場

国道9号線  （左）神立橋
（現JR）山陰本線  （左）斐伊川鉄橋

新川廃川　白く光るのが主滑走路

下部の丘陵縁辺をU状に走る白い線が誘導路



基地設営隊の本部は出西国民学校に置かれた。作戦本

部は大社基地主滑走路の南部、後谷の谷奥の民家に置

かれ司令官・久野大佐が起居していた。作戦本部背後の

山には、無線機、電話機、各通信機器などが置かれた地

下壕が作られていた。地下壕は７坑が予定されたとも言わ

れている。

３ 作戦本部と通信壕

主滑走路周辺には、対空連装銃の銃座が設置された。主

滑走路の西側に12門、東の滑走路延長上に5門、北側の

丘陵（現村田製作所）に7門、神守神社南側の誘導路沿い

に12門が設置された。

６ 主滑走路対空機銃陣地
「第338設営隊戦時日誌」などによれば、主滑走路の両

側にある堤防を利用して「桜花」の格納庫が作られたよう

である。基地には敗戦時「桜花」約50機分の資材がお

かれていた。「桜花」は基地周辺だけではなく宍道町佐々

布や斐川町軍原にも置かれ、また遠くは出雲市高松町の

朝山八幡宮境内にも置かれていた。

12 桜 花 置 場

出西地区氷室の和西には、一部にコンクリートが張られた

魚雷保管用の地下壕が5坑と、調整庫と呼ばれる2坑が

あった。いずれも当時は板張りの床だったと思われ、大きさ

はおよそ幅3.5メートルから4メートル、高さは3メートルから3.5

メートルであった。奥行きは約20メートルから40メートル

程度が計画されていた。ただし魚雷はこの基地内のほか、

松江市玉湯町林の岩木野神社などにも置かれていた。

４ 魚 雷 庫

斐川中央工業地造成のための発掘調査で10基のタコ壺

（一人用の塹壕）も見つかっている。これも大社基地の対

空防御用のものだと思われる。発掘調査後消滅した（『杉沢

遺跡・杉沢Ⅱ遺跡・杉沢横穴墓群』出雲市教育委員会、2016を

参照）。

７ 杉 沢 陣 地

出西地区氷室の寺谷には、魚雷庫と同じように一部にコ

ンクリートが使われた爆弾庫が3坑あった。幅3.3メートル、

高さ4メートルの大きさで、800キロ爆弾が1坑100本ず

つ、計300本格納できた。敗戦時には爆弾は、斐伊川に

架かる西代橋付近などにも200本以上が置かれるなど分

散していた。

５ 爆 弾 庫

舗装はなく砂地に土を混ぜ地面を固めただけの長さ600メー

トル、幅30メートルの滑走路だった。「赤とんぼ」と呼ば

れる「93式中間練習機（中練）」用の滑走路として作られ

た。応急離陸路を中心とした東側の区域は、「直江基地」

とも呼ばれていた。

２ 応急離陸路

「銀河」を隠すために地面を掘りくぼめたいわゆる「無蓋掩

体」が主滑走路の周辺に22基作られた。上部は偽装網

と枝木で覆われ機体は隠されていた。

８ 銀 河 掩 体

影になっている2か所に掩体のくぼみが残る

長さ1,700メートル、幅120メートルの滑走路で、このうち長さ1,500メートル、幅60メート

ルは型枠作り工法のコンクリートで舗装されていた。主として「銀河」の離発着用に作られ、

訓練や実戦で使用された。「銀河」の作戦行動は1945年（昭和20）7月25日、8月7日、

8月8日の3回であった。

主 滑 走 路１

　1944年（昭和19）6月に B29の本土初空襲（北九州）があり、年末

から翌年1945年（昭和20）にかけて、東京をはじめとする本土主要

都市に対する空襲は本格化しました①。さらに1945年3月の硫黄島

守備軍全滅や4月の米軍の沖縄上陸などの戦況悪化により、本土決

戦は目前に迫っていました。こうした状況下で、軍部は本土決戦に

備えて本土に保有する飛行機などの兵力を温存し、空襲によって破

壊された主要な航空基地に代わる新たな飛行場を確保しようとしま

した。こうして敗戦数か月前の1945年3月に着工され、6月には一

部使用を開始したのが、大社基地および関連する施設群です②。

　大社基地の建設を主導したのは、海軍の設営部隊でした。新
しんかわ

川跡

を利用した滑走路２本、掩
えんたい

体、燃料庫、弾薬庫、高角砲陣地など様々

な施設が、米子の美保海軍航空基地予科練習生や、鰐
わにぶち

淵鉱山の労働

者、周辺の住民や学童など数千名の動員により突貫工事で作られま

した③。そのための事務所や宿舎として、周辺の国民学校校舎が徴

発されています④。また山陰本線から基地造成地には鉄道の線路が

引かれて物資の運搬に用いられていましたが、これは一畑電鉄の

レール（一畑口～坂下間）を外して利用したものと言われています。

　設営工事の途上でしたが、6月8日に主滑走路の竣工式が行われ

ました。そして、沖縄での地上戦が終結する状況になると、大社基

地には、3人乗りで800㎏爆弾や魚雷を搭載する当時最新鋭の攻撃

機であった「銀河」が次第に移されてきました。7月5日には、そ

れまで宮崎航空基地にあった飛行隊の司令・飛行長以下、司令部関

係者も移ってきました。この段階で配備された「銀河」は約40機

となり、大社基地は西日本最大の爆撃と雷撃の拠点となりました。

　7月初旬には、石川県小松基地に配備予定の人間爆弾「桜花」を

装備する「神雷攻撃隊（銀河）」が、大社基地にあった海軍航空隊

を母体として編成されることになりました。その関係からか、「銀河」

搭載予定と思われる「桜花」も大社基地に事前に持ち込まれたよう

です⑤。

　1945年6月頃から、大社基地に隣接して直江基地の建設も始ま

りました。これはレーダーに映りにくいと言われた中間練習機（通

称「赤とんぼ」）が特攻出撃するための飛行場でした。米軍の偵察

から秘匿するためと秘密保持のため、これを「牧場建設」と呼んで

いました⑥。7月15日には大社基地・直江基地ともに一応完成した

ようです。東日本に配備された「銀河」部隊が空襲によって壊滅す

ると、大社基地は国内唯一の「銀河」部隊として本土決戦に臨もう

としていました。

　旧海軍大社基地遺跡群は、島根県最大規模の戦争遺跡です。

① 米機による本土初空襲は1942年（昭和
17）4月の東京空襲であったが、1944年6
月の米軍サイパン上陸やマリアナ沖海戦敗
北、10月のレイテ沖海戦敗北によって日本
の制海権・制空権がほぼ消滅し、本土への
空襲が本格化することになった。

② 大社基地の建設計画が、いつごろから構
想されていたかは判明しておらず、出西地
区に決定した経過も含めて今後の研究課題
である。残存する「第338設営隊 戦時日誌」
によれば、舞鶴鎮守府で具体的に計画が進
められ始めたのは1945年2月、実際に施
設部隊が派遣され工事が着工したのは3月
であった〔参考文献 高塚〕。

③ 美保基地予科練習生が約4,000人、舞鶴
338設営隊が427人。それに住民からの徴
用や国民学校の学童などを合わせると、全
体で約6,000人規模の作業要員になってい
たと推測できる〔参考文献 高塚〕。

④ 出西国民学校校舎（設営隊本部）をはじ
め、近隣の荘原、直江、伊波野、久木、出東
などの国民学校校舎が徴発された。阿宮国
民学校校舎は搭乗員の宿舎とされた。

⑤「桜花」の格納庫の建設は6月から始まっ
たようである。「桜花」は、実際に用いられ
ることはなかったが、戦争末期に置かれて
いたことは確かである。

⑥ ただし、直江基地で「赤とんぼ」が特攻用
に実戦配備されたことはなかった。

基
地
建
設の経

緯

コンクリートが用いられない素掘りの地下壕式燃料庫

で、大きさは幅 2.5メートル、高さ2.5メートルあった。

曽
そ ぎ の や

枳能夜神社の裏山（鷺谷）にはこうした隧道が6坑造ら

れていた。ほかに数ヶ所に分散されていた。

９ 燃 料 庫

仏経山の頂上には防空監視哨が設けられていたらしい。

これは県警察部が所管する防空監視哨ではなく、大社基

地独自のものだと思われる。

11 仏経山防空監視哨

出雲市大津町の中山丘陵にはかつて高角砲（高射砲）

陣地があり、4門を備えていた。建設時期などの詳細は不

明だが、大社基地の造営が始まる1945年4月以降であ

ろう。

10 中山丘陵高角砲陣地

「赤とんぼ」置場
実際に置かれていたかどうかは不明である。本格的な配備が

行われないまま敗戦を迎えたと考えられる。

掩体と主滑走路との両端を結ぶ双発機用に幅15mで、延

全長1.8kmの一部板張りの誘導路が作られていた。

誘 導 路

北神立橋

からさで大橋

神立橋

南神立
橋

来
原
大
橋

斐
伊
川

3

6

１

6

6

9

10

6

7

4

5

12

12

2

11 仏経山防空監視哨仏経山防空監視哨

8
銀河掩体銀河掩体

銀
河
掩
体

銀
河
掩
体

8

兵舎兵舎

兵舎兵舎

兵舎兵舎

兵舎兵舎

兵舎兵舎

伊波野国民学校伊波野国民学校
直江国民学校直江国民学校

出西国民学校出西国民学校

荘原国民学校荘原国民学校

阿宮国民学校阿宮国民学校
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6

主滑走路

中央、直線状の筋目は
型枠作りの工法を示す。

銀河（戦史叢書 沖縄方面海軍作戦 1968  朝雲新聞社）


